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●　

法
人
数
は
急
増
し
た
が
３
分

の
１
が
「
赤
字
」

　

現
在
、
介
護
事
業
を
行
う
法
人

数
は
全
国
約
15
万
法
人
。
２
０
０

０
年
の
介
護
保
険
法
創
設
以
来
、

約
10
万
法
人
増
加
し
た
。
そ
の
う

ち
社
会
福
祉
法
人
、
医
療
法
人
等

が
約
７
万
法
人
。
そ
れ
に
対
し
て

営
利
法
人
等
が
約
８
万
法
人
。
営

利
法
人
は
２
０
０
０
年
以
降
の
事

業
開
始
が
ほ
と
ん
ど
で
、
２
０
年

間
で
急
拡
大
し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
介
護
を
主
た
る

事
業
と
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
赤

字
決
算
が
急
増
し
、
２
０
１
８
年

度
は
全
体
の
約
３
分
の
１
に
上
る
。

営
利
法
人
の
赤
字
割
合
は
半
数
以

上
と
予
測
も
出
て
い
る
。
特
に
直

近
約
５
年
間
で
、
介
護
事
業
の
経

営
環
境
は
急
激
に
厳
し
く
な
っ
た
。

　

２
０
１
８
年
度
、
独
立
行
政
法

人
福
祉
医
療
機
構
の
貸
出
先
に
お

け
る
リ
ス
ク
管
理
債
権
比
率
は

６
・
01
％
。
同
年
の
全
銀
協
集
計

に
よ
る
全
産
業
平
均
（
１
・
１
％
）

の
約
６
倍
に
上
っ
た
。

●　

入
居
率
80
％
以
上
の
サ
高
住

は
３
県
だ
け

　

国
家
財
政
の
介
護
給
付
費
は
、

２
０
０
０
年
度
の
３
・
６
兆
円
か

ら
、
18
年
度
に
は
10
・
６
兆
円
に

急
増
し
た
。
高
齢
者
の
数
は
現
在

も
増
加
を
続
け
、
要
介
護
者
の
数

も
増
え
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
の
ペ
ー
ス
で
介
護
事
業

所
が
増
加
し
、
現
在
は
過
当
競
争

の
時
代
に
入
っ
て
い
る
。

　

地
域
間
格
差
も
あ
る
が
、
サ
ー

ビ
ス
不
足
感
が
大
き
い
の
は
首
都

圏
の
ご
く
一
部
の
地
域
に
限
ら
れ
、

そ
の
他
の
地
方
（
地
方
大
都
市
圏

も
含
む
）
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域

で
施
設
供
給
過
剰
に
な
っ
て
い
る
。

　

入
居
施
設
（
シ
ニ
ア
住
宅
を
含

む
）
の
居
室
数
は
、
２
０
１
７
年

の
時
点
で
約
１
９
０
万
室
。
対
し

て
施
設
入
居
が
必
要
な
中
重
度
の

要
介
護
高
齢
者
数
は
約
１
１
２
万

人
。
施
設
過
剰
の
た
め
、
シ
ニ
ア

住
宅
を
中
心
に
、
比
較
的
軽
度
の

要
介
護
者
の
入
居
が
相
当
数
に
上

る
。
必
要
以
上
の
施
設
整
備
、
軽

度
者
へ
の
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
、
社
会
保
障
費
の
増
大
に
繋
が

っ
て
い
る
側
面
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
（
サ
高
住
）
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
は
入
居
率
80
％
が
損
益
分
岐
点

と
言
わ
れ
る
が
、
都
道
府
県
別
の

入
居
率
集
計
で
平
均
入
居
率
が
80

％
を
超
え
る
地
域
は
、
３
県
だ
け

（
２
０
１
８
年
度
）
で
あ
る
。

●　

経
営
環
境
の
厳
し
さ
は
３
つ

の
「
難
」
に
集
約
さ
れ
る

　

介
護
事
業
者
を
取
り
巻
く
現
在

の
経
営
環
境
の
厳
し
さ
は
、
下
記

の
３
点
に
集
約
さ
れ
る
。

⑴　

顧
客
確
保
難

　

ま
ず
、
施
設
及
び
サ
ー
ビ
ス
の

供
給
が
過
剰
と
な
っ
た
た
め
に
、

顧
客
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
都
市
部
で
は
、

要
介
護
者
の
増
加
数
以
上
に
事
業

所
の
数
が
増
え
た
。
一
方
、
郊
外

で
は
人
口
が
減
少
し
高
齢
化
率
が

上
昇
し
た
が
、
要
介
護
者
の
実
数

は
あ
ま
り
増
え
て
い
な
い
。

　

地
方
自
治
体
が
策
定
す
る
地
域

介護福祉事業の窮境分析と介護福祉事業の窮境分析と
再建支援における視座再建支援における視座【前編】【前編】

第 11 回

企業再建・承継コンサルタント協同組合（CRC）

　事業再生・事業承継支援家から、現場の経験に基づいた解説による
連載。今回から 2回にわたり、介護福祉事業の厳しい現状と経営支
援の勘所について解説する。

事業再生・事業承継支援専門家からの現場報告
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福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業
計
画

で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
の
増

加
傾
向
が
示
さ
れ
、
事
業
者
は
そ

れ
を
根
拠
に
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す

が
、
現
実
の
ニ
ー
ズ
は
予
想
を
下

回
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
業
種
に
よ
っ
て
は
介
護
状

態
が
軽
度
の
人
が
利
用
で
き
な
く

な
る
制
度
改
正
が
行
わ
れ
、
利
用

対
象
者
自
体
の
減
少
も
大
き
く
影

響
し
て
い
る
。

⑵　

人
材
確
保
難

　

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
人
材

確
保
の
困
難
さ
で
あ
る
。
人
員
不

足
に
よ
る
施
設
の
一
部
閉
鎖
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
事
業
所
は
、
全
体

の
13
％
。
一
部
閉
鎖
し
た
状
態
で

収
支
を
整
え
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
不

可
能
で
あ
り
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

　

正
社
員
１
人
獲
得
に
要
す
る
求

人
費
用
の
全
国
平
均
は
50
万
〜
80

万
円
。
そ
れ
以
外
に
も
人
材
紹
介

や
人
材
派
遣
を
活
用
し
、
費
用
総

額
は
膨
大
に
な
っ
て
い
る
。

　

給
与
額
の
高
騰
、
処
遇
改
善
加

算
に
関
連
し
た
経
費
の
増
大
、
産

休
・
育
休
・
介
護
休
暇
な
ど
の
対

象
経
費
が
膨
ら
ん
で
い
る
等
、
人

件
費
の
増
加
要
因
は
多
い
。
売
上

に
占
め
る
人
件
費
率
が
適
正
水
準

を
大
き
く
上
回
る
事
業
所
が
多
く
、

今
後
も
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

⑶　

利
益
確
保
難

　

介
護
保
険
報
酬
は
３
年
ご
と
に

見
直
さ
れ
、そ
の
度
に
適
正
化（
主

に
報
酬
切
り
下
げ
）
が
行
わ
れ
て

き
た
。
こ
れ
が
、利
益
確
保
「
難
」

に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

保
険
事
業
で
は
当
然
の
こ
と
だ

が
、
全
国
に
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
渡

れ
ば
、
報
酬
は
適
正
化
さ
れ
る
。

ま
た
専
門
職
の
配
置
や
専
門
的
な

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
進
化
し
な
け
れ

ば
、
基
本
報
酬
は
次
第
に
下
が
っ

て
い
く
。
事
業
開
始
当
初
と
比
べ
、

報
酬
単
価
が
大
き
く
減
少
し
て
い

る
業
種
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

●　

福
祉
ニ
ー
ズ
を
幅
広
く
展
開

す
る
傾
向
も

　

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
２
０

０
９
年
と
２
０
１
８
年
の
全
国
平

均
利
益
率
を
比
較
す
る
と
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
約
12
％
か
ら

１
・
８
％
へ
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は

約
13
％
か
ら
３
・
３
％
な
ど
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
業
種
で
利
益
率
が
低

下
し
、
業
界
全
体
の
経
営
体
質
は

急
激
に
悪
化
し
て
い
る
。

　

今
後
の
報
酬
改
定
の
流
れ
と
し

て
は
、
一
部
の
利
益
率
の
高
い
業

種
は
、
平
均
３
％
程
度
に
な
る
ま

で
減
額
方
向
に
あ
る
。
全
体
的
な

流
れ
と
し
て
は
、
報
酬
総
額
は
現

状
維
持
し
な
が
ら
内
容
が
変
化
。

具
体
的
に
は
、
基
本
報
酬
が
下
が

り
な
が
ら
専
門
特
化
し
た
加
算
が

増
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
制
に
対

し
て
の
評
価
が
報
酬
に
反
映
さ
れ

る
等
の
変
化
が
起
き
て
く
る
。

　

地
域
共
生
社
会
実
現
の
目
標
の

下
、
各
種
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
総

合
的
に
提
供
で
き
る
体
制
整
備
が

大
き
な
方
向
性
と
な
る
。
ま
た
障

が
い
福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
、

地
域
住
民
の
幅
広
い
福
祉
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
事
業
展
開
も
ト
レ

ン
ド
に
な
り
始
め
て
い
る
。

●　

高
齢
者
を
支
え
る
意
義
深
い

事
業
と
し
て

　

超
高
齢
社
会
の
到
来
で
、
介
護

福
祉
事
業
は
利
用
ニ
ー
ズ
が
増
大

し
、
事
業
所
数
は
大
幅
に
増
加
し

て
き
た
。
だ
が
、
収
益
性
が
低
下

し
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
。

　

今
回
は
介
護
福
祉
事
業
の
厳
し

い
現
状
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、

介
護
保
険
事
業
の
本
質
は
、
高
齢

者
の
お
役
に
立
ち
、
社
会
を
支
え

る
、
意
義
深
い
事
業
で
あ
る
。
そ

し
て
何
よ
り
、
適
正
に
運
営
す
れ

ば
適
正
な
利
益
を
確
保
で
き
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
。
介
護
福
祉
事

業
は
、
日
本
社
会
を
支
え
る
貴
重

な
社
会
資
源
で
あ
り
、
介
護
事
業

者
の
健
全
な
維
持
成
長
を
促
進
す

る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　

次
回
は
、
事
業
所
の
現
状
分
析

の
ポ
イ
ン
ト
や
、
業
績
改
善
の
勘

所
に
つ
い
て
触
れ
、
介
護
事
業
所

の
再
建
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

 （
株
式
会
社
人
と
く
ら
し
ラ
ボ
代

表
取
締
役　

川
畑
誠
志
）


